
　愛教労は去る6月26日、県教育委員会と本年度前期
の団体交渉を行いました。 
「教員の働き方改革」推進という政策は打ち出された
ものの、現実の教員の長時間労働は一向に減りませ
ん。「教育に穴が空く」教員未配置の問題とも併せ
て、県教委の姿勢を質す交渉となりました。 
　「新たな研修制度」……3月に県教委が発した「研
修履歴を活用した対話に基づく受講奨励」について提
出することになった「研修履歴ポートフォリオ」では
13もの研修が記入された記入例が示されています。

県内各地で、この例示どおり校外･校内で多くの研修を記入しやらねばならないという動きが広
がっています。 
　県教委義務教育課は、「主なもの3つというのはあくまで例示である」「各学校でやっている
研修を書けばよい」「個に応じて考えていくものであり、(研修は)必ず主なもの3つということで
はない。」との見解を示しました。研修は教員の研修権であって、教委や管理職の指示でやらさ
れるものではありません。どんな研修をどれだけするのかは教員自身に決定権があります。また
働き方改革推進の立場から文科省も、教委による研修の精選･削減を2019年6月28日に通知して
います。 
　この他にも教員未配置解消、ハラスメント防止要綱周知など、多くの問題が取り上げられまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【議長 岩澤】
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# NO WAR  #STOP WAR

戦争反対！暴力反対！

6月26日　前期県教委交渉
「研修ポートフォリオ」３つ書く必要はない！


